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〈史料紹介〉
史料紹介「関東代官竹垣直道日記」 （１）
西
　
沢
　
淳
　
男
　
本稿は、 東京大学史料編纂所に所蔵されている「代官竹垣直道日記」
の翻刻である。 「竹垣日記」は、竹垣直道が大坂代官に就任する天保十一年 （一八四○） より和宮様用人に就任 後の文久三年 （一八六三）十一月十二日ま の二十三年間に及ぶ全四七巻の日記である。但し、将軍上洛中に当たる文久三年正月より同三年八月二十三日迄の二冊が欠本である。しかし、文久三年の 直道京摂覚書」一冊 別に残されている。　
日記はいずれも縦一三 ・ 五センチ横二○センチほどの横半帳で、表
題に「従○○年○月○月至
　
日（次）記、右肩に通し番号」と記され
ている。内容は、日を追って天候・事項が記され、内容により「一」あるいは、 「○」印ではじまり、書式は全巻ほぼ同一である。内容は役用向を中心とした公用日記といえるが、家族に関す 事項など公務以外についても時折書き留めており、純粋な公用 記とはおもむきを異にし、幕臣の生活・文化を知ることができ 貴重なもの　
竹垣直道は、通称長四郎・三平・三右衛門、叙爵し伊勢守・大和守
と称する。号は翆翁。家禄は一五〇俵。父は勘定（御代官勤向）岸本荘美、母は不明。室はきく。文化十四年（一八一七）一月十二日に代官竹垣直清の養子となる。この時に実年齢では十一歳であるが、幕府へ届けている公年では十六歳である 天保三年（一八三二）六月三日に養父が死去、同年九月六日に家督を継ぐ。同 十二月二十日に勘定に召し出されている。同七年八月十九日に家職である代官として陸奥国塙 （出張陣屋浅川） へ転出した 同八年九月、 平易な仮名書きで 「竹垣八ヶ条」を村々 配布し 前 の飢饉から立ち直 ための生活指導をする。同九年に大和国六万一七〇〇石余で五条、同十一年に大坂谷町（摂河堤奉行 ・ 廻船役）へ異動となった。同 二年次、摂津 ・ 河内 ・播磨国で七万四九〇〇石余を支配した。弘化四 （一八四七）四二十一日二万石増地、嘉永元年（一八四八 十月二十八日に関東代官（日光今市御蔵掛） 、同二年六月九日に関東在々取締掛を兼帯する。同年十月十八日に一万石増地場所替、馬喰町御用屋敷詰代官三席（鷹野掛）となる。同六年十二月二十八日に布衣を許される。安政元年
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（一八五四）十二月二十二日一万石増地、安政四年九月二十九日に貸付掛兼帯、同年十月十二日に十万石高・江戸廻代官へ場所替。文久元年（一八六一）次、武蔵国十二万三八〇〇石余を支配した。同二年八月三日に馬喰町御用屋敷詰代官の筆頭となる。 十五年間の関東在任中、鷹野掛として 内にある鷹野役所を統括し、将軍家の鷹場等へ御成の際 供揃の膳所の担当として焚出場の見廻 見分をおこなった。これにより度々縮緬や銀などの拝領物を賜っている。また、参向の公家衆賄 用を五 、アメリカ人・イギリス人参上による賄御用、将軍家定の葬送 や和宮下向にとも う勅使・公家衆の馳走・賄御 による報奨もうけている。地方在勤の代官と異なり、本来 職務以外の諸御用・諸掛 比重が高かった。こうした功績等により、文久三年七月一日 天璋院 ・ 和宮様 人となり叙任し 伊勢守 称する。
明治二年六十四歳（公年六十九歳）で死去する
（１）
。
　
現在、代官が記した日記としては、 「林鶴梁日記
（２）
」 、 「代官竹垣直清
日記
（３）
」 、 「豊田友直日記
（４）
」 が知られている。 「竹垣直道日記」 については、
関西大学の藪田貫教授のグループによって大坂代官時代の天保十四年〜弘化五年については翻刻されている
（５）
。
　
そこで本稿では、これに続く関東代官時代の嘉永二年以降を翻刻し
ていくものである。紙幅の関係もあり、一回に一冊分（凡そ半年）を掲載していく。　
なお、日記に登場する直道を中心とする系図・姻戚関係を示した図
を示しておく。
（にしざわ
　
あつお・高崎経済大学地域政策学部准教授）
註（１）拙稿「竹垣直道」 （竹内誠・深井雅海・太田尚宏・白根光胤『徳川幕臣人名辞典』
東京堂出版、二〇一〇年） 。
（２）東京都立中央図書館所蔵で、保田晴男『林鶴梁日記』一巻〜六巻（日本評論社、
二〇〇二年）として翻刻されている。
（３）東北大学付属図書館狩野文庫 寺 登『江戸幕府代官竹垣直清日記』 （新人
物往来社、一九八八年）として翻刻されている。
（４）東京大学法学部法制史資料室蔵。（５）大坂代官時代は『大坂代官竹垣直道日記』 （一）〜（四） （関西大学なにわ・大阪
文化遺産学研究センター、二〇〇七〜一〇年）として翻刻されている。
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凡
　　
例
一、
 本稿は、東京大学史料編纂所蔵『竹垣直道御代官日記』廿七、嘉永二年（一八四九）三月〜七月迄を翻刻したものである。
一、
 翻刻にあたって 原則として原本の体裁を尊重するようにした。特別な場合を除き常用漢字に改め、読みやすくする めに適宜読点「、 」と並列点「・」をつけた。
一、
 異体字は正字または新字に改めた。変体仮名は平仮名に改め 。合字の「ゟ」 （より）はそのままとした。助詞として使用されている、 「江」 （え） ・ 「而」 （て） ・ 「与」 （と） ・ 「ニ」 （に） ・ 「者」 （は） ・「茂」 （も）及び并などは、活字を小さくして使用した。
一、
 虫損箇所は、□・ ［
　　
］で、判読不能文字は＊で示し、推読で
きた場合は（
　　
 ）で傍注とした。誤記・意味不明などの場合
には、正字を傍注とするか、 （ママ）を付した。脱字は（
　
脱）
と注記した。疑念が残る場合には、
　
カ）を加えた。
一、
 抹消された文字で判読でき は、文字を示し、文字に抹消
　
記号として
＝
を入れ、訂文字がある場合、わきに記した。
抹消文字が判読できない場合、□・ ［
　　
］に抹消記号として
＝
を入れ、訂正後の文字がある場合、わきに記した。
一、平出は二字あけ 闕字については一字あけとした。一、日記中の図版は、そのまま手を加えず複写した。
（表紙）
廿七　
従嘉永二己酉年三月至七月
　　 　　
日
　
次
　
記
　
三月朔日
　
曇
一、在宿一、当春渡諸入用受取、潤八郎ゟ入手一、今日公家衆
（平出）
御対顔之由
　　
同二日
　
晴
一、在宿一、今日御能有之候由一、おかよ・おみち
（平出）
御本丸おるち部屋
江昼八っ時出宅、上り泊ル
一、
 久貝因幡守ゟ塩屋与兵衛を以此間土産物遣し候挨拶申越、 文箱一 ・箸一筒・本三冊到来、挨拶申遣ス
　　
同三日
　
晴夕曇雨
一、
 朝六っ半時過登
（平出）
城、於御例席上巳御礼申上候、四っ半時過
− 129 −
史料紹介「関東代官竹垣直道日記」（１）
帰宅
一、服部金太郎交歓
并御番入吹聴相越申置
一、坂本鉉之助ゟ壱封、藤方手代便到来、龍太郎
江書通、長水番差越
一、大村屋喜三郎相越逢一、田村半吉孫召連来逢　　
同四日
　
雨昼ゟ曇
一、在宿　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
日光道中新田宿
　　 　　
百姓
　　
勝
　
蔵
　　
右日数相立
ニ付、手鎖差免帰村申付ル
　　
同五日
　
晴
一、在宿一、本所牢屋敷取締役小笠原重平相越、初
而逢遣ス
一、おかよ・おみち
（平出）
御本丸ゟ夕刻帰ル
　　
同六日
　
晴
一、在宿一、内藤勝太郎入来逢一、
 増田金五郎ゟ切紙、御取箇之儀
ニ付達候儀有之候間、明七日四っ
時御勘定所
江罷出、差出方懸
江通達いたし候様申来ル
　　
同七日
　
晴
一、
 朝五っ半時登
（平出）
城御取箇方
江出ル、去申御助成伺之通相済候段
増田金 郎申達、差引高橋平作
（平出）
御殿
江出ル、壱州殿御城付礒
野半左衛門
江面会、中條中務大輔殿
江取締願之儀承知之旨申談ス、
九っ半時比帰宅
一、
 鈴木大太郎
江文通、先般鰹節壱箱差越候挨拶申遣、到来交肴遣ス、
受取来ル
一、下総国葛飾郡木間ヶ瀬村一件申渡　　
同八日
　
曇夕ゟ雨
一、在宿一、 三岡源太郎
并喜三郎来、不逢
一、
 下総
（野）
国都賀郡乙女村
ニ捨有之候品も、土井大炊頭領分帯刀新田佐
左衛門
江下渡方申渡
一、松平釣之助使者秋山駒三郎交肴一籠持参、漣吉を以及挨拶　　
同九日
　
雨
一、在宿一、
 松平陸奥守家来村上恒之進ゟ家来宛文通を以近々支配所通行に付、銀三枚塩煮貝相贈ル、受取為遣置候
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一、三岡兵助入来逢　　
同十日
　
朝曇昼前ゟ晴
一、在宿一、藤方彦市郎ゟ留封到来一、鈴木尚太郎借地願河内守殿御聞済之旨後藤一兵衛ゟ切紙到来　　
同十一日
　
曇夕微雨
一、
 林茂久左衛門・宮部孫八郎・鈴木尚太郎御鹿狩為御用出役、今朝出立
　　　
但六ノ手勢子懸之事
一、
 久須美順三郎昼後ゟ入来逢、正一郎
ニ付金談、夕七っ時過帰ル
　　
同十二日
　
晴
一、在宿一、浦上新三郎入来逢一、本庄安芸守殿ゟ備後表廿五枚被相贈候　　
同十三日
　
曇
一、在宿一、
 小泉次太夫様久太郎御同伴御出、 御目
ニ懸ル○今般御鹿狩御供
ニ付、
素ゟ受取物之儀御頼有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
御小姓組六番
　　
土岐豊前守組
　　
上原御小屋
　　　　　　　　　　　　　　
四拾六人
　　
右潤八郎
江申付ル
一、嶌林梶三郎借地願遠山金四郎
江懸合状遣、返書来ル
一、杉浦正一郎、龍太郎
江明後十五日虎門
江参候義
ニ付、文通有之
　　
同十四日
　
曇
一、在宿一、
 清岸院
江清三郎遣明日御法事執行之よし為申遣、金五百疋相納候、
且
（平出）
御墓所不残掃除申付ル
一、
 山上藤一郎手付下又平入来逢、藤一郎病気
ニ付、跡目願書去ル
、
一昨十二日青山禄平を以差出来ル、廿六日比表立候取計之よし申聞ル
一、水野若狭守ゟ使、自書・服紗一・扇三到来、受取為遣候一、花月老女昼後入湯中ゟ煩、中風之病
ニ而
不快
一、浅井宗寿呼寄、夕刻来逢　　
同十五日
　
快晴
一、
 朝五っ時登
（平出）
城於例席御礼申上ル○川上金吾助
ニ初
而逢○千人
頭窪
原半左衛門
田某
逢度旨申聞逢、三岡兵助身分之儀申聞ル、四っ時過退出
○芝清岸院
江相越着替、院主
ニ逢
（平出）
御先祖方御法事執行、右
者今
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般久々
ニ而
帰府いたし候故
ニ付執行いたす、 龍太郎
者跡ゟ相越、 九っ
時比読経畢
而焼香拝礼昼飯出ス、夫ゟ龍太郎同伴不残
（平出）
御墓参
拝礼○久須美佐州
江立寄一同逢、夕七っ半時過帰宅
一、留守中山本新左衛門入来、通ル由一、花月婆不快、同扁　　
同十六日
　
晴
一、花月病気逐々様子不宜一、右
ニ付喜三郎・さき・つて追々相越
一、花月逐々差重、亥ノ中刻過養生不叶病死致ス　　
同十七日
　
曇
一、川上金吾助入来 表
ニ而
逢
一、松村文蔵・三岡兵助・喜三郎・次助・安之丞等相越一、
 花月葬式之儀松本重郎兵衛
ニ問合候処、
（平出）
御成以前
ニ候ハヽ、
夜四っ時比過 内
ニ候得
者不苦旨申越
一、
 明十八日御鹿狩
ニ付御場
江出張さた、 御旗本其外之面々今朝方追々
出張門前通行
一、
 花月暮六っ時過葬送、芝清岸院
江相送ル、栗田連吉遣ス、中山昇
三郎・喜三郎・安之助・次助其外出入之もの相越無滞相済候由、当人存生中願
ニ寄火葬
ニいたし候、僧方
江申談、目黒辺焼場
ニ而
火葬
いたし候由、連吉
者夜九っ時比帰宅いたす
一、
 明日御鹿狩
ニ付役所半引いたし銘々在宿、火之元別
而可入念旨申
付ル
　　
同十八日
　
曇夕雨
一、
 昨夜九っ時比小金原
江被為
（平出）
成御鹿狩無御滞被為済、今夜四っ
時過立川通、通
（平出）
御被為着由及承
一、千種庄兵衛入来逢一、御鹿狩
ニ付役所休日、銘々在宿為致、自分も終日在宿
　　
同十九日
　
曇
一、
 酒井右京亮殿ゟ加藤政左衛門文 にて白縮緬壱反交肴一籠到来、及返書
　　
同廿日
　
雨夕晴
一、
 水野若狭守
江過日之返書
并挨拶として品々贈ル、受取書差越候よ
し
一、
 茂久左衛門・孫八郎・尚太郎・慎次郎昨日小金原ゟ帰府いたし候由遣ス
　　
同廿一日
　
晴
一、水野ゟ昨日之返書差越、移品到来一、
 花月初七
（日脱力）
待（逮）
夜
ニ付、文蔵・喜三郎・安之助清岸院ゟ僧来、一同
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ニ茶飯振舞、清三郎
并向上総屋女みすも拓
（招カ）
夕飯振舞
　　
同廿二日
　
晴
一、
 朝五っ半時登
（平出）
城、下御勘定所ゟ御殿
江出ル○御鹿狩跡拝見之
儀如左願書出ス
　　　
小金御鹿狩跡御場所拝見之儀相願候書付
　　 　　　 　　　　　　　　　　
御代官
　　 　　
竹垣三右衛門
　　
林部善太左衛門
　　
小金御鹿狩跡御場所拝見仕度、此段奉
相
願申候、以上
　　
酉三月
　　　　　　　　　　　
御代官
　　 　　　　　　　　 　　
両
　
名
　　
 右後藤一兵衛
江出即日土佐守殿御聞届候故一兵衛申聞ル○下御勘
定所
江立寄高橋平作
ニ逢、柴田幸助身分之儀及内談、九っ時半比
退出○木村義兵衛方
江相越ふみ妻
ニ逢、久須美旧宅及見○服部金
太郎
江御番入歓申置○松 八郎兵衛逢○田中庄二郎申置○関保右
衛門留守見舞申置、八っ半時過帰宅
一、
 花月初七日
ニ付、芝清岸院
江龍太郎連吉召連参ル、法事執行有之、
喜三郎・文蔵其外参候由
一、川路左衛門尉ゟ返書到来一、
 本多寛次地面内東西拾間半・南北弐間之場所借地対談相済、当方ニ而
板塀新キ様出来致ス
　　
同廿三日
　
晴
一、在宿一、
 龍太郎、勝父子同道
ニ而
角力見物
ニ参ル、七っ時比一同帰り勝父子
入来逢、鏡石も来逢、夕帰ル
一、杉浦正一郎入来逢、暮合帰ル　　
同廿四日
　
雨
一、在宿一、
 本多左太夫入来逢、下総国布佐村一件之義
ニ付書付差越、内頼い
たし候由申聞候得共、 筋違之筋
ニ付、 右書付
者不及一覧、直
ニ相返ス
一、木村義兵衛方
江酒三升計遣ス
　　
同廿五日
　
朝曇昼ゟ晴夕ゟ曇
一、在宿一、龍太郎帰後、正一郎ゟ壱封差越ス一、明日小金
江可参積之所、天気相
ニ付、同道明後日
ニいたす
　　
同廿六日
　
曇
一、杉浦正一郎
江文通、虎門
江まいる
ニ付申遣、留守受取
一、岩田鍬三郎ゟ文通、築山名代之儀申来、承知之旨及返書
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同廿八
七
日
　
晴朝雨
一、
 朝五っ時過出宅、切棒駕籠用意、龍太郎同道尚太郎召連、小金御鹿狩跡為拝見相越、石原ゟ小梅引舟道新宿ゟ
（平出）
御成道小山関
所通行、御船橋拝見、築山手代富田類右衛門
ニ逢、松戸渡船同村
前和名ケ谷村百姓家
ニ而
弁当、途中山本新十郎
ニ逢、九っ時比小金
御鹿狩跡御場所
江相越、大草手代案内いたし御立場
并御両人方御
物見所等不残拝見、小普請方手代両人待合逢、自分
者縄張内
江入
拝見いたし、夫ゟ 狩場四本松辺処々拝見いたす、九っ半時過帰路
ニ赴り、和名ケ谷村ゟ分れ御同勢道鴻ノ台ゟ市川渡船、小岩関
所通行小松川村百姓屋
ニ而
夕弁当、小松川渡船立川通ゟ暮六っ時
帰宅、自分
者凡＊＊＊歩行、往辺凡拾弐里計也、尚太郎
者本郷ゟ
相越、別
而太義
ニ付金百疋遣ス
　　
廿六日之落
一、
 久須美 郎左衛門ゟ奉札、母方之叔父支配勘定田中庄次郎父隠居田中進右衛門今暁病死之為知来ル
一、
 小金御場帰路
江金作村石川彦二右衛門相越逢、先に彦次右衛門
者
奇特
ニ付御賞誉も有之、良篤君御支配を受候もの
ニ付、先年逢候
もの也
　　
同廿八日
　
晴
一、鏡岩鏡石入来逢
　　
同廿九日
　
曇折々雨
一、
 朝四っ時比出宅○青山禄平口上書差遣申置、設楽年番引受候儀認メ取候也○築山
江相越、忰
ニ逢○望月新八郎来月七日出立候よし
に付、暇乞相越烟草壱箱・半切弐〆遣ス、昼飯出ス○堀田紀伊守殿通用人逢申置○川上金吾助逢、留書十二冊貸遣ス○竹内清太郎逢、夕七っ半時過帰宅
一、おかよ従
（平出）
御殿夕刻帰候よし
一、杉浦正一郎留守
江来、おきくゟ金百五拾両被渡、証文差入入手
　　
同晦日
　
半晴
一、望月新八郎来月七日出立
ニ付、為暇乞相越逢
一、夜分塩屋与兵衛 、来月五日帰坂のよし逢　
四月朔日
　
晴夕ゟ曇
一、
 朝五っ時比登
（平出）
城○大熊善太郎ゟ
（平出）
岸本様御勤役中出雲屋
弥太夫
ニ御預金取計之儀
ニ付内談有之○青山禄平
江柴田幸助身分之
儀及伺○高橋平作ゟ右幸助身分之儀及内談、四っ半時比退出○久須美六郎左衛門
江朦中為見舞相越、 采石
ニも逢、 暮六半時退散、 四っ
時過帰宅
　　
同二日
　
晴
一、
 本多左太夫ゟ文通、帰府歓候よし申越、鯉三尾贈候処、此間相越
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支配所内出入筋之義
ニ付、心得違之儀申越
聞、今日贈物いたし候
段も如何
ニ付及返書、右鯉
者直
ニ使
江差戻ス
一、柴田幸助入来逢、身分之儀
ニ付心得旁申諭ス
一、三岡兵助忰源太郎相越逢一、大村屋喜三郎来逢　　
同三日
　
曇
一、無記事　　
同四日
　
晴
一、暮六っ時過 奉行衆廻状来　　　
 紀伊大納言殿逝去
ニ付
（平出）
公方様
　
右大将様為伺御機嫌、明五
日
（平出）
御本丸・西丸
江惣出仕之事
一、普請
者今日ゟ三日、鳴物
者七日停止之事
　　
右之通可被相触候
　　
四月四日
　　
 紀伊大納言殿去月廿七日於国許逝去
ニ付
（平出）
公方様
　
右大将様定
式御半減之御忌服
ニ而
明後六日迄残日数御忌被為
　
請候事
　　　
四月四日
一、右
ニ付支配所村々
并今市御蔵・宇都宮貫目改所
江停止触出ス
一、明日御登
（平出）
城刻限松本重郎兵衛
江問合候処、例刻之旨申来ル
　　
同五日
　
半晴
一、浅井宗寿入来逢一、石坂省三郎入来逢度旨申聞候処、風邪
ニ付断
一、自分少々風邪
ニ付、登
（平出）
城不致
一、奉行衆廻状到来　　　
 公方様
　
右大将様御朦中為伺御機嫌、明六日
（平出）
御本丸西丸
江
惣出仕之事
　　
右之通可被相触候
　　
四月五日
一、石賀漣平娘昨夜病死届出ル　　
同六日
　
曇
一、
 朝五っ時過服紗麻
ニ而
登
（平出）
営、四っ時比御機嫌伺謁有之○大熊
善太郎ゟ岸本様懸屋滞金一条
ニ付、内談有之○寺西直次郎・林部
善太左衛門手付共屋敷相対替願済之儀名代相勤候様いたし度旨松野熊之助申聞、名代
ニ出ル、土佐守殿被仰渡差引成瀬藤左衛門既
ニ出役不居合
ニ付、被仰渡書仮受来、九っ半時過帰宅
一、林部・寺西
江右被仰渡之儀申達、書付差遣候様申付、即日遣ス
　　
同七日
　
昨夜ゟ終日雨
一、無記事
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同八日
　
雨
一、小板辰蔵罷越逢度旨申聞、初
而逢遣ス
　　
同九日
　
今朝ゟ晴風
一、無記事　　
同十日
　
晴
一、
 朝五っ時過出宅、駕籠○内藤忠二郎申置○安藤惣左衛門御同人
者
留守、家内其外一同逢、酒壱樽・吉野さくら桶共土産
ニ贈ル、昼
飯被振舞候○ 藤市十郎留守、御同人家内
ニ逢○松平家寺祥山寺
参詣華陞院殿墓参寺僧
ニ逢、香奠金百疋相納、牌前焼香をもいた
す○松平釣之助同人母其外家内一同逢 新三郎様御後室
江土産金
弐百疋、りの
江金百疋贈ル、夕七っ時比帰宅
　　
同十一日
　
晴昼後曇夕ゟ雨
一、
 朝石坂省三郎入来逢 金子借用いたし度旨申聞ル、勘弁之上挨拶可及
者申聞置
　　
同十二日
　
雨昼ゟ曇
一、
 昼後出宅○関保右衛門
江去ル九日日光ゟ帰府候歓申置○田中庄二
郎親朦中見舞相越逢、砂糖一箱遣ス○浅草東漸寺
江参詣、龍太郎
者先
江参居一同
ニ成ル、岸本様御代々御牌前
江焼香、院主
ニ初
而逢、
香奠金弐百疋相納、御墓参をもいたし退散、浅草諏訪町通ゟ蔵前通、夕七っ時比帰宅
一、鯰江邦次来逢、日光土産呉候、金百疋遣ス　　
同十三日
　
晴
一、久須美六郎左衛門入来、弁当一、
 安藤惣左衛門殿内藤市十郎殿相招、御母様御部屋
ニ而
酒飯振舞、
昼後ゟ夕七っ半時過迄寛々御対話被遊候、河野御隠居も被参候積候処、不快
ニ而
断来ル、鏡石・助六呼寄、酒之御相手
ニ出ス
一、関ゟ文通、貸置候桂園一枝返ス、伝心録一冊写呉候、及返書　　
同十四日
　
雨
一、
 今市御蔵番柴田鉄蔵昨日着いたし初
而逢、仕来之由同所詰一同ゟ
勤之衆
ニ相贈ル
一、
 内藤茂 助ゟ文通、去十日日光ゟ帰府いたし候よし、土産差越、及返書
　　
同十五日
　
雨
　
朝六っ半時過地震
一、朝五っ時登
（平出）
営、月並御礼申上ル、九っ時過帰宅
一、関ゟ邦次差越招候
ニ付、夕七っ時比ゟ相越、夜八っ時過帰宅
　　　　　　 　　　　　　　　　　
林茂久左衛門改
　　
高木茂久左衛門
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右母方姓之処、父方姓
ニ改願承届ル
　　
同十六日
　
半晴
　
夕七っ時過地震
一、設楽ゟ之壱封孫八郎差出ス　　
同十七日
　
曇
一、御祭礼
ニ付、役所休日
一、内藤茂之助入来 逢一、石坂省三郎ゟ文通、不及返書　　
同十八日
　
晴
一、近藤平格入来、初
而逢
一、今日於吹上角力
（平出）
上覧有之、御勘定所割
ニ成よし
　　
同十九日
　
晴
一、朝金井伊太夫入来逢一、元締共柴田幸助義申聞ル、夫々及沙汰一、築山茂左衛門ゟ文通、茂久左衛門手付株譲受之儀懸合、及返書　　
同廿日
　
曇
一、宗寿入来逢一、篠崎直一
　　
同廿一日
　
雨
一、自分昨夜中ゟ風邪熱気有之、平臥一、宗寿呼
ニ遣、夜入来診察為致候処、微邪之よし薬申受ル
一、朝関ゟ文通、豊田
江同道之儀申越、断遣ス
一、高木茂久左衛門御抱替願書築山役所ゟ差越候よし、潤八郎出ス　　
同廿二日
　
雨
一、自分今日
者快方
一、田村弥三治入来逢、八十四
ニ成候よし
　　
同廿三日
　
曇
一、自分快方一、宗寿入来、診察為致候一、吉岡栄之助入来逢一、
 漣平義弥三治・程四郎同道
ニ而
今朝岸本様
江罷出、出雲屋弥太夫滞
御用金之儀御談いたし候由申聞ル
　　
同廿四日
　
雨
一、自分快方　　
同廿五日
　
晴
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一、自分弥快方一、おたの・おかよ・おみち・昼後ゟ浅草観音参詣、夕帰ル一、稲荷社床張替今朝取懸出来　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石井勝之進元手付出役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当時御普請役元締進退
　　　
御中間持格
　　　
岩渕錠之助
　　　
　　
酉廿四才
　　
右宿書之儀願書宗蔵差出候段漣平・茂久左衛門差出承届ル
　　
同廿六日
　
晴
一、自分今日髪月代致ス一、後藤一兵衛入来逢、孝子画帖
并菓子一箱到来、移り紫服紗一遣ス
一、宗寿入来逢　　
同廿七日
　
快晴
一、
 朝五っ時登
（平出）
城、下御勘定所
江出ル○林
高木
茂久左衛門手付御抱替
願書岩渕錠之助取人願書・定免切替伺書共竹内清太郎
江出ス、江
川定免伺書出役頼
ニ付、一同同人
江出ス○宿々類焼拝借伺道中方
平塚金兵衛
ニ出ス、御殿
江出ル、小普請方
ニ而
弁当、九っ半時過退
出○本庄安芸守殿
江時候見舞相越、中勝手
江通、大嶋某
ニ逢申置○
酒井右京殿
江同断、加藤弥左衛門
ニ逢○遠藤但馬守殿松井与七郎
宅
江相越候処、留守
ニ付申置○堀田紀伊守殿
江相越逢有之、暫く御
面話いたす、七っ半時比帰宅
一、松村文蔵来逢　　
同廿八日
　
晴
一、在宿一、
 昼後おきく
（平出）
御本丸おるち部屋
江参ル、二夜泊積、八っ半時比
出宅
一、木場ゟ石燈籠取寄ル　　
同廿九日
　
曇時々雨
一、木場ゟ踏段石其外取寄ル閏四月朔日
　
雨
一、おきく夕七っ時過
（平出）
御殿ゟ帰ル
　　
同二日
　
朝晴曇時々雨
一、高橋平作入来逢一、
 石坂省三郎
江漣吉遣し用立金之儀
者断、金三百疋遣ス、父子とも
逢候よし
　　
同三日
　
雨
一、
 千種庄兵衛入来鈴木尚太郎 道、庄兵衛蔵宿
江相越尚又相越金卅
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両貸遣証文壱通受取
　　
同四日
　
晴
一、役所普請取懸候
ニ付、今日ゟ表坐敷仮役所
ニ相用ひ候
一、昼後邦次差越、関ゟ参様申来、承知之旨申遣ス一、 八っ半時比ゟ関
江参、夜九っ時比帰宅
　　
同五日
　
晴
一、
 昼後出宅○赤木唯五郎方
江相越、不快引中之よし逢○豊田
江相越、
関・采石参居一同談話、夕飯被振舞四っ時比関同道
ニ而
九っ時前
帰宅
　　
同六日
　
半晴暮雨
一、
 朝五っ半時過登
（平出）
城、下御勘定所
江参、夫ゟ
（平出）
御殿
江出ル、
川上・荒井面会○水野若狭守
江立寄不快之よし申置○本多寛司
江
通、借ち之挨拶申置、八っ半時比帰宅
一、桑原瀬兵衛・宗寿・田中庄二郎入来逢、いつれも夕刻帰ル　　
同七日
　
雨昼後曇
一、宮部孫八郎義、手当金壱両増元締加判申付ル　　
同八日
　
雨
一、朝五っ半時過登
（平出）
城、下御勘定所
　　　
一、元締手付鈴木大太郎
江遣候儀書上
　　
一、定免切替伺三冊
　　
 右増田金五郎
江出ス○平作
江柴田幸助身分及内談
（平出）
御殿
江出ル、
井上新右衛門
江逢、九っ半時比帰宅
一、明九日四時高木茂久左衛門召連可罷越旨竹内清太郎ゟ切紙到来一、高橋平作入来逢一、鯰江幸蔵入来、明日築山呼出名代頼来ル、承知候之旨申遣逢　　
同九日
　
晴
一、
 朝五っ半時下御勘定所
江出ル、築山茂左衛門名代兼候段岩
柴
田岩三
郎
江申達
　　　　　　 　　　　　　　　　　　
築山手付
　　
長岡喜八郎
　　 　　
名代
　　
富田東太郎
　　
高木茂久左衛門
　　
右御抱替被
　
仰付候段清太郎申渡、自分差添罷在候
　　 　　　　　　　　
御普請役元締進退
　　 　　
岩渕錠之助
　　
 右自分手付被
　
仰付候段同人申渡、御殿
江出ル、右手付手当之儀
定例被仰渡有之、河内守殿差引清太郎九っ半時比退出○松井助左
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衛門方
ニ相越御加増歓申置○丹羽左近通楊善殿
ニ逢、 妻
江も逢、 八っ
半時過帰宅
一、茂久左衛罷越居逢一、千種ゟ文通、鱚到来　　
同十日
　
晴
一、関方
ニ囃子有之、参候積申置候処、他出に付口上
ニ而
断申遣ス
一、
 昼後出宅、野服
ニ而
芝清岸院
江□（相越）
□花月牌前焼香、青松寺
（平出）
御墓
江参詣、清岸院主案内いたし大量院様御墓地続之場所及見、右御墓地左之方宮地杉伐株有之場所、永代引受之儀本山
江懸合方申聞
候、代金弐両之由石工呼
ニ遣し、即刻相越花月墓碑注文申付、近
日積書取調持参候積申付ル 七ッ時過帰宅
　　
同十一日
　
半晴
一、在宿一、今日御細工頭内藤杢左衛門同役被
　
仰付、斉藤嘉兵衛伝達番之由
一、勝田次郎今日登
（平出）
城之よし
一、岩渕錠之助鰹節壱箱呉ル、移木綿一反遣ス　　
同十二日
　
半晴
一、在宿一、関ゟ文通及返書再報来候
　　
同十三日
　
雨夕収
一、普請中役所今日ゟ当番計出勤積一、
 夕刻ゟ関
江相越雪ノ梅贈ル、柴田幸助一条話有之、夜九っ時過帰
宅
一、内藤杢左衛門今般同 被
　
仰付候吹聴相越申置
　　
同十四日
　
雨
一、関
江文通、赤塚鍔受取書遣、其段申遣ス
　　
同十五日
　
雨昼ゟ晴風
一、
 朝五っ時過登
（平出）
営○関ゟ幸助一義竹内
江示談いたし候由話有之、
九っ時過帰宅
　　
同十六日
　
半晴風
一、
 高木茂久左衛門ゟ今般御抱替
ニ相成候内祝之由、嶋縮五反青籠一
到来
一、堀田紀伊守殿
江右青籠納戸
江文通にて遣ス、返書来ル
一、内藤杢左衛門
江結状
ニ而
御役替歓、鰹節一箱遣ス、受取来ル
　　
同十七日
　
雨
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同十八日
　
半晴夕ゟ
一、関ゟ文通及返書一、
 七っ時過ゟ関
江参、夕飯被振舞夜四っ時過帰宅○幸助一条話有之
　　
同十九日
　
半晴夕ゟ雨
一、
 昼後出宅○内藤杢左衛門
江御役替歓申置○豊田
江参逢、大塚正作
取人之儀承知之旨及挨拶○正一郎妻着帯祝義之よし、夕飯被振舞候、暮六っ時過帰宅
　　
同廿日
　
半晴
一、森勝太郎入来逢一、元足軽藤吉出府 庭
江呼逢、土産も呉ル、移遣ス
　　
同廿一日
　
曇少雨
一、堀田紀伊守殿ゟ自書
ニ而
茶一折玉子一箱来、返書出ス
一、采石ゟ龍太郎へ文通、撫子十鉢到来、及返書一、
 安藤正三郎入来逢、屋敷内土蔵修復之儀
ニ付柑本
江問合之儀頼、
承知之旨申遣ス
一、石井三郎太郎
江之紙包
者孫八郎
江渡
　　
同廿二日
　
半晴
一、都筑兵庫ゟ結状
ニ而
帰府歓、鰤一尾到来
一、勝田
江文通、右鰤着歓
ニ遣
而受取
一、植木屋両人入来一、
 岡田利喜次郎ゟ切紙、宮部潤八郎
江申渡義有之間、召連可罷出旨
申来ル
一、
 河嶋才右衛門ゟ切紙、奉行衆被仰渡候義有之候間、明日四時
（平出）
御殿
江可罷出候、懸り神宝方
ニ而
相達旨申来ル
　　
同廿三日
　
曇
一、
 朝五っ半時比下御勘定所
江出ル、差出方
江申達、潤八郎
江増田金五
郎ゟ鈴木大太郎手付被
　
仰付旨申渡有之、差引岩
柴
田岩三郎自分大
太郎付添罷出ル○神宝方
江出、松坂勘太郎
江相達御殿
江出ル
　　　　　　　　
申渡
　　 　　　　　　　　　　　
御代官
　　
竹垣三右衛門
　　
 此度於東叡山
（平出）
慈徳院様三十三回御忌御法事有之、米弐百俵
被下候間、渡方之儀前々之通相心得可被取扱候、右
者伊勢守殿
江
伺之上申渡
　　　
酉閏四月
　　
右河内守殿被仰渡差引河嶋才右衛門、弁当後九 帰宅
　　
同廿四日
　
半晴
一、川上金吾助
江文通、餞別更紗壱反、淀川図一巻贈ル
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○設楽
江　
自分采石
壱封
　　 　　
 自分茶引本三冊
　
○坂本
江　　　
牧狩絵三枚壱封ツヽ
　
 采石
　　
○近山忰
江龍太郎封物
　
一
　　
○小弥太
江同人同
　　　
一
　　
○美石燈籠形
　　　　
 一箱
　　
右品
ニ付頼遣ス、返書来ル
一、都筑兵庫
江茶壱折、姫路革二枚文通
ニ而
遣ス、返書移来ル
一、勝田次郎入来逢一、安藤正三郎来逢、土
（蔵脱カ）
修復之一条
ニ而
来ル也
　　
同廿五日
　
時々雨曇
一、高橋平作
江文通、柴田幸助一条申遣ス、返書来ル
一、安藤
江同人方土蔵修復之儀
ニ付文通、返書来ル
　　
同廿六日
　
半晴
一、勝安兵衛入来逢一、安藤家来柑本
江罷越、土蔵修復之儀聞済相成候旨申聞ル
一、加藤弥左衛門漣平方迄相越候由一、柏木音太郎入来、逢断　　
同廿七日
　
雨
一、
 朝五っ半時過出宅、下御勘定所
江出ル○柴田幸助抱入伺書月番岡
田利喜次郎出勤無之
ニ付、増田金五郎
江口上相添出ス○神宝方懸
江
相越松嶋
江引合、明日取計伺下知相済候積○九っ時過帰宅
一、萩原弥右衛門ゟ三岡兵助問合返書来ル一、大塚正作相越、漣平逢候由同人申聞ル一、
 夜四っ半時過松平河内守殿ゟ切紙到来、谷中感応寺裏門通御施行増地所、明廿八日 渡候段牧野駿河守ゟ 達書写被差越候
ニ付、
即刻御請壱封差出ス
　　
同廿八日
　
雨
一、
 谷中御施行場
江高木茂久左衛門松野慎作差遣、両町奉行組与力同
心其外罷出、先格之通地所受取、直
ニ受負人ゟ引渡候由申聞ル
　　
同廿九日
　
雨時々止
一、御先手内藤内蔵頭組大塚正作相越、初
而逢
一、右正作手付出役取人之儀、頭内蔵頭
江懸合状遣ス、受取来ル由
一、勝安兵衛母、おきく姉入来、夜五っ時比一同帰ル一、自分時候中
ニ而
少々不快
　
五月朔日
　
曇昼ゟ晴
一、在宿一、宗寿来診察為致服薬
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一、内藤内蔵頭ゟ昨日返書、正作義取人申立故障無之旨申越ス一、潤八郎相越逢　　
同二日
　
半晴
一、自分快気一、
 茂久左衛門
江御抱替歓染帷子地一表、悦乗小柄一、酒一樽遣ス、
漣平
江酒壱樽遣ス
一、勝安兵衛入来逢一、鈴木大太郎
江文通、酒切手壱枚遣ス、返書来ル
　　
同三日
　
雨
一、役所修復皆出来
ニ付、今日ゟ引移惣躰一通及見
一、右
ニ付役所一統
江酒振舞、小遣大工共
ニ酒代遣ス
一、御施行米渡場所皆出来
ニ付内見分
与して、慎作・斎助遣ス
　　
同四日
　
晴
一、
 朝五っ半時過出宅、駕籠、谷中施行場出来形為見分相越、松野慎作召連ル、高木茂久左衛門松野斎助
者先
江相越居、四っ半時過谷
中天王寺裏門通
江相越御施行場夫々見分、浄光寺座敷
ニ而
休足、両
組与力
ニ逢、同心
ニ者
逢候義無之由
ニ候得共、一同出居候儀
ニ付逢、
浅草弾左衛門門前
江往復罷出居、今日罷出候もの共名前如左
　　　　　　　　　　　　　　　　
遠山左衛門尉組与力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
徳岡
　
五三郎
　　
同人組同心
　　
大竹
　　
惣蔵
　　
牧野駿河守組与力
　　
松原
　
晋三郎
　　 　　　　　　
同人組同心
　　 　　 　　　
前橋
　
佐兵衛
　　 　　
町年寄樽藤左衛門手代
　　 　　
石島
　
七兵衛
　　 　　
同
　
喜多村彦右衛門手代
　　 　　
池上
　　
綿蔵
　　 　　
地割役樽屋三右衛門手代
　　 　　
中野
　
喜兵衛
　　
右相済、九っ半時過帰宅
一、高橋平作ゟ文通、連歌一冊、古画一幅戻候返書遣ス　　
同五日
　
曇
一、
 朝五っ時登
（平出）
城、御例席端午御礼申上ル○下御勘定所
江立寄、
神宝方菊沢佐兵衛
ニ逢、明日御施行米渡
ニ付、渡済御届非人高書
付奉行衆
江差出分丈
者月番土佐守殿
江差出、御老中方上り
并寺社奉
行
江御達被成候書付
者明後朝早メ神宝方懸
江差出候積申談置○九っ
時比帰宅
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同六日
　
朝曇四っ時過ゟ雨
一、
 朝五っ時過出宅、駕籠侍両人長柄五っ半時過谷中天王寺裏門通浄光寺
江相越、松野慎作松野斎助
者昨夜ゟ泊、高木茂久左衛門
者先
江
罷越居町方組之もの
者如左罷越居
　　　　　　　　 　　　　　　
遠山左衛門尉組与力
　　 　　 　　　
仁杉五郎太郎
　　
後
　
牧野同組同心
　　
綿脱豊次郎
　　
塚本小大夫
　　 　　　　　　
牧野駿河守組与力
　　 　　 　
中山源右衛門
　　 　　
前
　
遠山同組同心
　　 　　
川上三九郎
　　 　　
志村
　
唯助
　　
 ○四っ時通逐々寄非人弐千八百七拾三人
ニ成、町方ゟ打合
ニ付、
後寄無之
ニ付為申達、為〆切弁当後四っ半時過ゟ浄光寺門前桟敷
ニ相越、懸手付手代召連町方同心共も一同及見合、寄非人共
江不
残渡方為取計候、壱人当六合八勺七才余宛也、九っ半時過不残相済、浄光寺
江引取、夫々定例之候通町方
江引合為及、八っ時少前
場所引払○月番石河土佐守殿御宅
江相越
　　　
一、御施行米渡相済候
ニ付、申上候書付
　　　
一、立会与力同心姓名書付
　　
一、非人高書付
　　
一、御施行米渡矢来建札引取地所引渡候御届書
　　
 右用人田寺三太夫を以差出、土佐守殿被受取候旨三太夫申聞ル、八っ半時過帰宅
一、
 堀田紀伊守殿ゟ文通、鶏卵一箱到来、野田戸右衛門身分之儀申来ル、留守受取遣候由
一、関ゟ文通囃子有之段申越　　
同七日
　
曇晴
午
後晴夕雷雨
一、
 朝五っ半時過出宅、下御勘定所
江出ル○河嶋才右衛門
江昨日施行
米渡無滞相済候段申達ス○神宝方懸
江定例之諸書物出役を以差出
ス、懸御勘定
江逢相済候段申達、九っ時過帰宅
一、
 堀田紀伊守殿
江昨日之返書
并吉向作亀置物一・栄山寺図
并鐘銘贈ル、
受取来ル
一、関
江昨日之及挨拶書通
一、奉行衆廻状来ル　　　
一、尾張殿逝去
ニ付、為伺御機嫌明後九日惣出仕之事
　　
一、普請
者今日ゟ三日、鳴物
者七日停止之事
　　
右之通可被相触候
　　
五月七日
　　
右申下刻江川
江順達
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同八日
　
雨
一、関ゟ文通、参候様申越、八っ時過ゟ相越、夜九時過帰宅　　
同九日
　
雨
一、
 朝五っ半時過登
（平出）
城、尾張中納言殿逝去
ニ付惣出仕、例之通於
紅葉之間為伺御機嫌四っ半時過退出○久須美佐渡守殿
江相越一同
逢、暮六っ時過帰宅、途中大雨
　　
同十日
　
雨
　
四っ時比地震
一、宮部潤八郎呼寄、小林其右衛門一条申談一、
 石河土佐守殿ゟ使、日光
（平出）
御宮其外御修復仕越凡御入用米内
借渡御断状来ル、先例之通御受書差出ス
　　
同十一日
　
晴
一、川崎平右衛門入来申置　　
同十二日
　
晴
一、宗寿入来逢　　
同十三日
　
雨
一、無記事
　　
同十四日
　
折々雨
一、野州木綿畑村欠落落着申渡一、同州鍋懸宿雑用出入吟味下一、下総国宮前村名主和源次外壱人心得方申諭　　
同十五日
　
雨
一、
 朝五っ半時過登
（平出）
城、遅刻
ニ付下御勘定所
江出、直
ニ退出○牧野
駿河守
江相越通、用人
ニ逢時候見舞申置○内藤忠二郎方
江相越、家
内一同逢、昼飯被振舞八っ時過帰宅
一、千種庄兵衛入来逢、金子之儀申聞ル、是ゟ可及挨拶旨申聞置　　
同十六日
　
曇
一、安藤
江文通、土蔵出来届下書遣ス、返書来
一、清岸院
江力遣候、花月石碑之儀申遣
一、
 石河土佐守殿ゟ使、 光吟味役見習山口唯助御扶持方上印状来、御受出ス
一、小坂辰蔵母来、鉄蔵之儀内意申遣、不逢　　
同十七日
　
曇
一、関ゟ文通、謡有之よし申越 及返書一、夕刻かむ来、止宿為致候
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一、高橋ゟ文通及返書、古筆貸遣ス　　
同十八日
　
半晴夕雨
一、
 朝五っ半時過下御勘定所
江出ル○嶋林梶三郎暇伺書金六郎
江可出
意出席已前
ニ付平作
ニ渡ス、同人
江柴田幸助伺之儀及内談、
（平出）
御
殿
江出茂久左衛門借地願一兵衛
江出ス、九っ時過帰宅
一、宗寿来逢一、千種入来逢一、高橋ゟ文通、古筆返巻物計留メ置　　
同十九日
　
雨風
一、野州那須郡市野沢村源太郎疵受候一件、疵所見届一同帰村申渡　　
同廿日
　
晴
一、石河土佐守殿ゟ判鑑御断状到来、御受出ス　　
同廿一日
　
曇夕雨
一、下総国宮前村百姓留二郎及不法候一件、吟味之上手鎖宿預申付ル一、
 昼比ゟ久須美順三郎大川端稽古帰入来、昼飯振舞談話、夕七っ時過帰ル
一、宗寿入来逢
　　
同廿二日
　
雨
一、 三岡兵助入来、止宿為致候逢一、関ゟ邦次差越呼
ニ来、断申遣ス
　　
同廿三日
　
曇
一、兵助昼後帰ル一、かむ近藤
江参ル
　　
同廿四日
　
曇八っ時比ゟ雨
一、田村弥三治入来逢一、坂本ゟ大坂廻船便黒砂糖一桶到来　　
同廿五日
　
雨
一、
 花月墓所出来
ニ付、芝寺
江漣吉昼ゟ遣ス、皆出来いたし埋葬相済
候由罷帰申聞ル
一、宗寿来逢一、かむ帰ル一、関ゟ邦次差越呼
ニ来ル、七っ時比ゟ相越ス、夜四っ時比帰宅
　　
同廿六日
　
曇折々小雨
一、
 昼九っ時早メ出宅駕籠○川上金吾助留守
ニ付忰
ニ逢申置○勝田次
郎通逢○堀田紀伊守殿泊番留守
ニ付用人
ニ逢申置○近藤平格
江通逢
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隠居
ニも久々
ニ而
逢○柑本兵五郎通用人
ニ逢不快之よし
ニ付申置、夕
七っ時前帰宅
一、川上金吾助入来貸置候帳面相返し、紬嶋壱反到来通申置候よし一、花月百ヶ日待夜
ニ付寺僧来逢、夕飯振舞布施遣ス
一、設楽ゟ書状、桑刀懸到　　
同廿七日
　
晴曇立有之
一、野州市野沢村源太郎疵受候一件吟味下申渡一、浦上新三郎入来菓子一折呉候移品遣し不逢一、花月百ヶ日
ニ付、為墓参漣吉
并下女まつ遣ス
　　
同廿八日
　
晴曇立有之
一、青津等左衛門入来逢、菓子一折到来一、夕刻おたの・おみち同道 両国
江参ル夜帰ル
　　
同廿九日
　
晴曇立有之
一、宮部潤八郎妻来逢一、設楽へ壱封孫八郎
江渡
　　　
但刀懸代金弐両入
　　
同晦日
　
晴曇立天夕雷気少雨
　　 　　
暮六っ時七分土用
ニ入
一、増田金五郎ゟ切紙、明日五っ時呼出申来ル　
六月朔日
　
晴
一、
 朝五っ時前下御勘定所
江出ル、差出方
江相達ス、柴田幸助義抱入
伺相済候段申達、岡田利喜二郎伺書相渡、且書取壱通達有之候受取
　　　　
書
伺之通抱入尤在出御用等
者被申付間敷候事
　　
 右伺書定例之通承付いたし差遣候処、書取之趣承付
江認メ候様千
田兵蔵御殿
ニ而
申聞候
ニ付取調、帰懸立寄、同人
江相渡ス○
（平出）
御
殿
江出ル、例之通月並御礼申上ル○大熊ゟ築山跡之儀
ニ付内談有
之、四っ半時過退出○暑中見廻勤
　　　
大岡主膳正殿○阿部伊勢守殿
　
松平伊賀守殿
　　
松平玄蕃頭殿
　
本庄安芸守殿
　
酒井右京亮殿
　　
遠藤但馬守殿
　　
右相仕廻、九っ時過帰宅
　　
同二日
　
曇
一、
 おるち旧冬転役
ニ付、部屋
ニ而
振舞いたし候
ニ付、おきく相越止宿
之積、昼後御殿
江上ル
一、柴田幸助抱入申渡、別段逢、心得方諭遣ス一、後藤一兵衛内藤茂之助
江文通、到来之菓子一折ツゝ遣ス、受取
一、篠崎直一来、太藺莞莚壱枚到来、移遣ス
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一、関
江文通、吉向織部ふたもの
ニ白玉汁粉入遣ス、返書移差越ス
　　
同三日
　
晴
一、朝五っ時過出宅、駕籠暑中廻勤　　　
石尾彦四郎通
　　　
大澤三七郎通
　　
池田播磨守殿
　　
立田岩太郎
　　
松平河内守殿
　　
丹羽左近
　　
小泉次太夫
夫
様通
　　
増田金五郎
　　
松井助左衛門
　　　
竹内清太郎
　　
赤城明神境内弁当
　
川上金吾助通
　　
河野七太郎通
　　　
田口加賀守
　　
堀田紀伊守殿通
　　
岡田利喜次郎
　　
羽田龍助
　　　　　
岸本金八郎通
　　
都筑金三郎
　　　　
近藤平格通
　　
柑本兵五郎通
　　　
本多寛司
　　
関播磨守
　　
右相仕廻、七っ半時過帰宅
一、留守
江柑本兵五郎其外来人有之
　　
同四日
　
快晴
一、夕七っ時過おきく
（平出）
御殿ゟ帰ル
一、朝赤木唯五郎入来逢
　　
同五日
　
朝曇晴
一、勝安兵衛入来逢　　
同六日
　
朝曇昼前ゟ晴
一、森川兵助・千種庄 ・勝田次郎・近藤平格　　
右入来例之通逢
一、今堀千五百蔵入来逢、夕飯振舞夜
ニ入帰ル
　　　　 　　 　　　　　　
下総国葛飾郡
　　 　　 　　
宮前村百姓
　　 　　　
留次郎
　　 　　
同人女房
　　
そ
　
の
　　
 右留次郎
者吟味中手鎖宿預申付置候処逃去、昨六日久須美佐渡守
殿
江欠込訴いたし、その
者伊勢守殿
江御駕籠訴いたし、今日佐渡守
殿ゟ引渡有之候
ニ付、右始末不届
ニ付留次郎
者入牢、その
者親類村
役人共
江引渡方申渡
　
同七日
　
朝曇半晴夕微雨雷気
一、石尾彦四郎入来逢一、
 増田金五郎ゟ切紙明日四時
（平出）
御殿
江罷出候様□
（出カ）
懸差出方
江通達
可致旨申来ル
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同八日
　
朝曇晴夕雨雷気
一、
 朝五っ半時出宅、下御勘定所
江出差出方
江相達、小林其右衛門名
代高木手付坂本貞蔵罷出、清左衛門名代を相勤呉候様頼
ニ付承知
之旨申達、貞蔵召連罷在候処 其右 義自分手付被
　
仰付候段
清太郎申渡差引岩田鍬三郎也 四っ時過
（平出）
御殿
江出ル、其右衛
門手当渡方之儀定例之通河内守殿被仰渡差引清太郎、九っ半時比帰宅
一、
 松井助左衛門ゟ切紙到来、奉行衆被仰渡之儀有之候間、明九日五時佐渡守殿御宅
江可罷出旨申来、返書差遣ス
一、勝田ゟ文通、土産革文庫到来返書差遣ス一、関ゟ文通、菓子
烑
灯到来及返書、邦二
ニ逢口上をも申遣ス
　　
同九日
　
半晴
一、
 明六っ時過出宅、久須美 朝
御役宅
江朝五っ時前相越、用
人
ニ逢口上申述ル、松井助左衛門面会同人差引
ニ而
表書院
ニ而
佐渡守
殿被仰渡如左
　　　　　　　　 　　　　　　　　
御代官
　　 　　
築山茂左衛門名代
　　
竹垣三右衛門
　　
 関東在々取締掛り申渡置処願之通差免、尤手付手代共之内右御用出役為致置候もの共
者、竹垣三右衛門ゟ掛合次第同人手付手代
ニ
引受候様可被致候
　　　　　
酉六月
　　 　　　　　　　　　　　　　
御代官
　　
竹垣三右衛門
　　
 関東在々取締掛り是迄築山茂左衛門
江申渡置処、病気
ニ付願之通
差免、右代り申渡間、同人手付手代共之内右御用出役為致置もの共ハ茂左衛門
江申談、其方手付手代
者引受、諸事大熊善太郎青山
禄平林部善太左衛門申合、可被相勤候
　　　　　
酉六月
　　
 右申渡書
者松井助左衛門ゟ引渡受取、用人
ニ逢御礼申述退散、四っ
時過帰宅
一、右
ニ付為打合、築山
江漣平遣事留借来ル
一、
 牧野駿河守
江文通、暑中見廻太平糖一折吉向松食籠一遣ス、夕刻
返書差越
烑
灯三砂糖漬一折到来、及再答
一、三
大
澤三七郎入来逢
一、
 堀田紀州ゟ使、自書琉球布一反到来、本十四冊返ル及返書本品々借ス
一、関
江使、明朝参候義申遣
　　
同十日
　
朝雨半晴
一、
 朝五っ時過関
江相越、朝飯被振舞談話、少し中暑
ニ而
一昨日ゟ頼合
在宿いたし居候よし、四っ半時過帰宅
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一、
 関東取締出役中山誠一郎・浅野健蔵、築山ゟ引渡有之、初
而逢心
得方申達
一、
 酒井右京殿
江暑中見廻、堺敷物一扇三十本入壱箱遣ス、粕底羅一
折到来
一、かむ夕刻帰、ちよ同道いたす逢　　
同十一日
　
朝曇半晴昼後過雨
一、朝五っ時過出宅　　　
佐々木循輔
　　　
内藤茂之助
　　
河嶋才右衛門
　　
小高登一郎
　　
豊田藤之進
　
今日当番留守
ニ通家内
ニ逢鰻切手一枚遣ス
　　
塚越
　
藤助
　　
赤木唯五郎
　　
田中新五兵衛
　
病気見廻、道明寺
ニ砂糖遣ス、忰へ逢
　　
勝安兵衛
　
昼飯被振舞一同逢
　　
成瀬藤右衛門
　　
鶴小十郎
　　
田中庄次郎
　　
右相仕廻、九っ半時比帰宅
一、
 本庄安芸殿
江暑中見廻、酒井到来粕底羅一折短冊七十枚遣ス、茶
壱折養老酒一陶到来
　　
同十二日
　
晴
一、朝五っ半時出宅 駕籠暑中見廻如左
　　　
牧野駿河守
　　　
久須美佐渡守殿
　
通一同逢
　　
安藤惣左衛門
　
通当番留守昼飯被振舞候
　　
水野若狭守
　　　
今堀千五百蔵
　
通逢
　　
千種庄兵衛
　
留守申置
　　
右相仕廻七っ半時比帰宅
一、松平釣之助文通、暑中見舞砂糖漬一折遣ス、返書来ル　　
同十三日
　
晴
一、田口加賀守
江文通暑中見廻茶一折遣ス、返書移墨二到来
一、豊田敬之助初
而入来逢、急須一到来姫路革下緒一革二枚遣ス
　　
同十四日
　
晴月明
一、小泉様
江呈書玉子
烑
灯上ル、御屋方久太郎ゟ返書来
　　
同十五日
　
晴夕曇
一、宗寿入来逢　　
同十六日
　
曇昼前ゟ晴ル
一、
 朝五っ時前登
（平出）
城、下御勘定所
江出、取締出役手付両人手付替
願書手代抱入伺書竹内清太郎
江出ス
（平出）
御殿
江出、小林其右衛門
御扶持方書替所
江御達、願書内藤茂之助
江出ス、高木茂左衛門借
地願菅沼半之助
江及催促九っ半時比帰宅
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一、奥村季五郎入来逢一、夜分鈴木大太 、大塚正作一条談有之　　
同十七日
　
半晴八っ時過ゟ大雨雷
一、川嶋奥六来 初
而逢
一、野田戸右衛門入来、茂久左衛門を以身分之儀申遣、不逢一、
 竹内清太郎ゟ切紙到来、奉行衆被仰渡有之候、明十八日四っ時
（平
出）
御殿
江出勤、其已前御取箇方
江通達いたし候様申来ル
　　
同十八日
　
雨
一、朝
 五っ半時出宅、 下御勘定所
江出ル、 呼出
ニ付罷出候段差出方
江達ス、
（平出）
御殿
江出ル、河内守殿申渡差引増田金五郎左之通
　　　
 御先手内藤内蔵頭組同心大塚正作義、当酉ゟ来ル丑迄五ヶ年之間其方手付出役申渡間、得其意手当之儀
者諸入用之内を以相応
可被相渡候
　　
 右之外青山禄平手付百瀬章蔵定例之申渡有之、自分名代致ス、右相仕廻九っ半時過帰宅
一、
 築山金八郎ゟ文通、茂左衛門義昨十七日死去いたし、斉藤嘉兵衛を以河内守殿
江御届差出候旨為知来ル
　　
同十九日
　
半晴
　
夕過雨
　　 　　　　　　　　　　　　　　
下総国宮前村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
百姓留次郎女房
　　 　　　　
その
　　
 右その儀伊勢守殿
江再駕籠訴いたし佐渡守殿ゟ引渡有之
ニ付、例
之通村役人
江申引
渡方申渡
一、岩田ゟ文通、忰
（平出）
御目見御番入願書控写壱通差越、及返書
一、早朝小倉屋小平次古筆了伴同道入来逢、涅槃像為見遣ス一、
 龍太郎久須美
江暑中見廻相越、先生・順三郎
江嘉木園半斤ッヽ贈
ル
一、築山茂久
左衛門今日本葬
ニ付為見立連吉遣し、朝相越昼後帰ル
　　
同廿日
　
半晴
一、宮部潤八郎相越逢　　
同廿一日
　
晴
一、吉岡静助入来逢一、
 下総国宮前村留二郎一件池田播磨守殿
江差出申渡、留二郎出牢申
付ル
一、御母様昼後ゟ安藤
江被為入、当分御止宿之積
一、
 岡田利喜二郎ゟ切紙到来、奉行衆被仰渡有之、明廿二日
（平出）
御
殿
江可罷出、出懸差出方
江通達いたし候様定例之通申越ス
　　
同廿二日
　
半晴
　
夜
ニ入雷雨
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一、
 朝石丸源五郎入来逢度旨申聞、初
而逢、中根□
（伊）
之助知行所之儀
ニ
付内問合有之、今日家来可差出旨申聞遣ス
一、
 朝五っ半時過出宅 下御勘定所
江出ル、差出方
江申達御普請役元
締進退中山誠一郎太田源助名代共
江自分手付被
　
仰付候段岡田利
喜二郎申渡、例之通自分
江席
江罷出ル、松野斎輔其外之者共手代
抱入伺
并浅野健蔵同断、伺之通相済利喜二郎相渡、例之通承付い
たし同人
江返ス
（平出）
御殿
江出ル、誠一郎外壱人手当渡方定例申渡
有之、河内守殿差引金五郎九っ半時過帰宅
　　
同廿三日
　
雨
一、手代書役抱入加給扶持申渡一、小林其右衛門昨廿二日着いたし候由
ニ而
相越逢
一、中山誠一郎手付替礼
ニ出ル、不逢
一、
 増田金五郎ゟ切紙、明日大塚正作引渡
ニ付、
（平出）
御殿
江罷出候様
申来ル
　　
同廿四日
　
晴
　
曇立
一、
 朝五っ半時過登
（平出）
営、下御勘定所
江出差出方
江申達、
（平出）
御殿
江
出ル、御先手内藤内蔵頭組同心大塚正作義増田金五郎ゟ御廊下
ニ
おゐて引渡有之受取、九っ半時比帰宅
一、右正作為礼相越不逢一、高橋平作ゟ文通 玉瀾画壱枚返ス、短尺二書八枚貸遣ス
　　
同廿五日
　
曇
一、
 朝四っ時過関
江相越、酒束
而壱ツ贈ル、順三郎大川端稽古帰懸ゟ
入来閑話、夜
暮
六っ時同人同道
ニ而
帰宅
一〔ママ〕
、
　　
同廿六日
　
曇折々小雨
一、大塚正作入来、菓子一器到来一、高橋平作ゟ書通、短冊二書八枚返ル、及返書一、八州出役太田源助相越 初
而逢
　　
同廿七日
　
曇
一、小林其右衛門ゟ土産、品々到来　　
同廿八日
　
半晴
一、豊田
江侍使
ニ而
在宿有無問合由、妻義不快之旨申越ス
一、
 右
ニ而
妻不快見舞、氷蕎麦一折煮鮎漣吉使
ニ而
遣ス、藤之進逢挨拶
申越ス
一、
 後藤一兵衛ゟ切紙、茂久左衛門借地奉行衆聞届相済候段申越、当月廿六日付之切紙也
　　
同廿九日
　
雨昼後曇雷気
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一、小林其右衛門手当席順申渡一、御母様従安藤七っ時過御帰一、三岡兵助入来一宿　
七月朔日
　
晴
　
曇立
一、在宿一、関ゟ文通及返書一、三岡兵助帰ル一、おたの・かむ召連
（平出）
御殿
江昼後上ル
一、
 八州取締懸月番書物林部ゟ引渡有之、当月ゟ自分初
而月番心得
尚々御届出ス
一、
 小田切八太夫ゟ文通、同人弟二輔義今暁七ッ時過病死、明日明六時葬送之旨為知来ル
　　
同二日
　
雨
一、
 朝五っ半時過ゟ関
江相越囃子有之聴聞いたす、内藤茂之助林部父
子其外役者共参ル、暮六っ時過内藤同伴
ニ而
帰宅
　　
同三日
　
晴
一、
 竹村金次郎入来逢、同性之内出奔いたし候もの有之、右取計之儀願筋有之、従是可及挨拶旨申遣ス
　　
同四日
　
快晴
一、中蔵掃除為致候、清太郎清七呼寄手伝為致候一、千種吉庄兵衛入来不逢一、勝安兵衛
江文通籠□
（にカ）
長持壱棹雛入預遣ス、受取来ル
一、竹村金次郎
江昨日之挨拶、漣平遣し問合候趣同人申聞ル
一、右内願之義元締共ゟ中山誠一郎
江申状を以申遣ス
　　
同五日
　
曇昼ゟ晴
一、上蔵掃除為致候 昨日之通　　
同六日
　
曇昼ゟ晴
一、暮合杉浦正一郎入来逢、五っ時過帰ル　　
同七日
　
曇折々過雨又晴
一、
 朝六っ半時過
（平出）
登営、七夕御礼申上ル○八州出役手当向之儀
ニ
付、中山誠一郎去月申立候書面壱冊壱通林部善太左衛門ゟ廻し受取、同人青 存寄無之候間、自分存寄次第大熊
江相達呉候旨善太
左衛門申聞ル○中山誠一郎外弐人御切米御扶持方受取之儀書替所江御達願書当番後藤一兵衛
江出ス、九っ時過帰宅
　　
同八日
　
雨
一、役所懸訳
并検見其外懸御用申渡
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同九日
　
雨
一、
 大熊
江中山誠一郎差出候出役共手当向存寄書壱冊壱通書取いた
し、松野斉助帰便遣ス、書取如左
　　　
 別紙一覧存寄無御坐、其余一昨日御談之趣も別段可然存候間、宜御取計□
（御カ）
座候様仕度、則一冊壱通返上、御入＊＊＊候已上
　　　　　
七月八日
　　　　　　　
三右衛門
　　　　　　 　
善太郎様
　　
同十日
　
陰晴不定折々過雨
一、
 昼後内藤杢左衛門入来逢、和州表引越及演舌書物□□遣ス、夕飯振舞七っ半時過帰ル
一、おたの昼後
（平出）
御殿ゟ帰ル
　　
同十一日
　
陰晴不定過雨
一、下総国布佐村一件済口差出一先帰村申付ル
